













■序 章 子 ども の生 命 性 と有 能 性 を育 て る た め に
一 「コラボ レー ション」という枢軸をたよ りとして
桑原知子 9
は じめ に
1教 育実 践 コラボ レー シ ョン ・セ ンター につ い て
2コ ラボ レー シ ョンセ ンター の 「成 果」









有用な社会性 を生みだす メデ ィア と深い生命の体験 を生みだすメデ ィア
(1)種に固有の環境世界を生きる動物たち
(2)経験 を生みだすメデ ィア としての道具
(3)労働の重要性 とその問題
(4)体験 を生みだすメデ ィア



















3学 力観の転換 一 「新 しい学力」観か ら 「確かな学力」観へ
4「 確 かな学力」観 の検討
■3教 員 研 修 の あ り方 を探 る一E.FORUM全国スクール リーダー育成研修の試み
西岡加名恵45
は じめに


















測定中心の理論 と実践の展開 一1950年か ら1972年まで
(1)教育評価理論 と 「国家連合考査制度」
(2)「無試験進学制度」 と 「高校平準化教育政策」 の試行











【コラム4】 教育実践コラボ レー ション ・センターにおける一大学院生の成長
大下卓司










ジェネ レイシ ョナル ・サイクル とは何か
ジェネ ラテ ィヴィテ ィージェネ レイシ ョナル ・サイ クルの中のジェネ ラテ ィ
ヴィテ ィ
(1)「育てる」場面で体験 されるジェネラテ ィヴィテ ィの危機
(2)「手放す」場面で体験 されるジェネラティヴィテ ィの危機
エ リクソンが語 らなかったこと一 「看取る一看取 られる」の連鎖
世代 間倫理 とジェネ レイシ ョナル ・サイクル






1食 の崩壊 とい う論 陣
(1)食の崩壊論
(2)食の崩壊論 の前提への疑い
2食 卓 での家族 の団攣は本 当に存在 していたのか
(1)『サザエ さん』 の虚構
(2)食卓の移 り変わ り
3伝 統的な食事の内容 とい う虚構
(1)山間部 を中心 とした食の貧困 さ
(2)都市部での食
4諸 外 国の家庭 の食
(1)日本の食卓の国際的な位置づけ
(2)東アジア圏の食卓文化
(3)家族揃 っての食事に託 され る儀礼性
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「共に学ぶ様式」に向けて一 「風 と雲の広場」か ら
(1)互酬的な学習空間づ くり
(2)双方向的 ・体験的な教育空間
(3)偶然性 と失敗 を排除 しない空間
「持 ち寄 り型 の知」一 「野童いなか塾」か ら
(1)学習資源 としての人々の ワザ と記憶の掘 り起 こ し
(2)「大学の知」 とフィール ドの関係
「地域教育空間」の再創造のために






東 日本大震災 と 「祭 り」
「祭 り」 とい う空間
(1)「ハ レ」の場 としての祭 り一 民俗学のアプ ローチ
(2)
①文化財保護法 と文化庁の動 向
② 「地域活性化」政策 としての 「伝統文化活用」
「住民の主体的営為」









としての伝承活動への注 目一祭 りはだれの ものか
【コラム5】 学校臨床研究会における 「お悩み相談」の意義
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